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　　　　　　　　I　緒　　　　言

　三瓶山は標高／／12．6m，石州の名峰でこの山麓に本学

の三瓶農場がある。こ上を基礎として種々の角度から山

問地帯の農業を検討する試みがなされ又こ∫を中心とし

て本学々生の為の農場実習が課せられている。麦で病害

関係の問題も当然起つて来るわげであり，その分布を知

る事は防除の基礎資料としても極めて重要な事である

が，三瓶山を中心とした病害の分布調査はまだないよう

である。私共はこの欠を補う意味で昭和2ア年度より本調

査を開始した。

　本調査は，本学農場を申心とし大田市三瓶町及ひ山口

町の食用作物，特用作物，果樹，藻菜，樹木並ひに雑草

の病害をもその対象とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　植物の病害分布調査を行う場合，東北大学坂本教授も

述ぺておられるように，ある地域にある病害が分布して

いるという記載のみにと心まらず一歩進めてその病害の

分布を規定する因子をとらえる事により所謂分布論の確

立される事によつて初めて意義を持つ事は当然であり。

本調査に於げる終局の目的もこ上に帰着する。然し，之

を行うには系統的且つ租織的に調査を行わねばならない

が三瓶山をとりまく三瓶町及び山口町のみでも相当広汎

な地域であり，年数回の出張であまねく調査をゆきわた、

らせる事は不可能であ6。とりあえず初年度は採集せら

れた標本についての言己載をし観察又は見聞した事項を附

記するに止めるが未だ標李数・検出せられた病害数も極

めて少い。単なる新しい寄生菌の発見という意味ではな

いが今後当分の努力はこの線に沿つて続げられなげれぱ

ならないであろう。特に，一般普通作物の病害標本が少

い。又森林植物が多いので樹木病害の調査も重要視され

なげれぱなら珪いであろう。．今後共関係各位の御援助を

賜りつふ完成を期したいものである。

　（1）坂本正幸：東北地方における主要作物病害の分布　東北犬農研

　本調査費の一部は本学農場研究費で支弁した。本調査

に際し御激励と御支援とを賜つた農場長嵐教授及び三瓶

農場職員諸氏，有益な御助言を辱うした恩師逸見武雄博

士，種々御援助を頂いた三瓶町及び山口町役場職員諸氏

特に農業技術改良普及員諸氏，又寄主植物の認定に御協

力頂いた田草川教授及び山科講師に深謝する。鋳病菌の

同定には東尽教育大学教授平塚直秀博士の貴重な御教示

を賜つた。共に深く感謝する。

A

皿三瓶地方に於ける昭和27隼度の

　量要作物作付並ぴに病害護生撚況

水稻及ぴ陸稻

矛1表三瓶地右ビ於げる水稲作付面積

　　　　　　　　　　　　　　（単位．反）

晶　　　種

農林44号
農林22号
農林／0号
農林23号
農林／5号
農林6号
農林3／号
八　　　雲

近畿3ろ号
愛　　　国

農林24号
陸羽132号

赤穂243号
　　　（濡）
白穂（精）

太郎呆衛（濡）

合　　計

三瓶町

984．6

722．7

495．0

289．3

／90．9

／74．3

108，2

93．4

1アろ、1

92，4

82．5

4084．2

山口町1

％．0

53．0

　8，0

82．0

　1．0

　2．0

110，0

50，0

22，0

31．0

／07．0

863．0

晶　　　種

奥羽188号
小　’　原

銀　坊　主

農林29号
山陰30号
亀　　　治

八反流（酒用）

雄町（酒用）

東　　　山

其　の　他

（小　　計）

そ．の　他

（矯小計）

三瓶町

92，6

85，2

79，0

62，0

52，0

50．0

　5．0

　1．0

191．5

2701．1

34．5

382．5

山口町

67，0

22，0

41，0

15，0

10．0

5，0

80．0

863．0
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才2表　三瓶附近に於げる陸稲作付面積

晶　　　種

糧雑種
世界一（濡）

戦捷（濡）

三瓶町

一2．1

2．4

1．3

山口町 1晶一種

濡雑種

合　　計

三瓶町

1．／

6．9

山口町

矛3表　三瓶地方に於げる水稲及ぺ陸稲の病害発生面積

病　名1三瓶町

稲熱病
稲胡麻葉植病

紋枯病

250

130

山口町

54（494）

28（26）

5（ア）

1弔　名

白葉枯病

合　　計

1三瓶町

註　（）は昭和28年度

菖　蓼　　類

　　矛4麦　三瓶地方に於げる麦類作付面積

晶　種ト瓶町1山口剛晶　種

犬麦

早木曽2号
会津2号
島根大麦
ゴールデン
メロソ

　　魁　’

　　雑

58，9

46，7

／3．5

0，8

0．7

7．6

（大麦小計）ll・…1

裸麦

会津裸3号
コビソカタギ

（裸麦小計）

矛5表

20．4
σ・91

・1斗r

1小麦

1農算1鴛

農林23号
＝江島／号

農林73号1農林。。号

雑

三瓶町

42，5

25，6
／5，6

23，0

73．0

2，4

11．4

（小麦小計）一ア・．・

山口町

17（24）

1山口町

合計1…二11・…

三瓶地方に於ける麦類病害発生面積

病　　名 三瓶町 山口町 病　名1三瓶町山口町

小鋳病 ア0．0
面積
不祥 握黒穂病 一 一

雪腐病 6．0
』 斑葉病 ■ 一

大麦雲紋病 10．0 一 紋拮病 ｝一

i小麦雲紋病 60．0 i
小麦黄鋸病 ・ 一

白渋病 40．0 ‘ 黒鋳病 一 一

立椅病 60．0 」 小麦赤鋳病 一 一

裸黒穂病 一 一

C　馬　鈴

　矛6表

晶　　　種

男　爵薯

紅　　　丸

薯

三瓶地方に於げる馬鈴薯作付面積

三瓶町1山口町

50．0

山口町

1晶　種！三瓶剛山口町

農林†号

合　　計 65．0 10．0

矛4号　　　（ゴ956）

矛ア表　三瓶地方に於げる馬鈴薯病言発生面積

病　　名　三瓶町山口町
疫 病；面積不祥1面積不．祥

　D　甘　　　譲

　　作け面積　　三瓶町　　護国他　　1／0反

　　　　　　　山口町　　　　　　　10反

　　揮害不祥・
　E　山　　　葵・

　　作付面積　　推　　定　　　20反

　　　　　　　拡張可能　　　30反

　　ナビは所謂三瓶ワナビとして有名なものであつた

　が，墨入病等の病害の為殆ど全減に瀕した事は重要で

　ある。

　以上は三瓶町及び山口町の捜場に於て調査した主要作

物の作け状況並びに主要病害分布状況である。尚三瓶山、

麓の旧陸軍演習地には昭和20年より開拓団が入植し72町

歩を耕作，主に大豆，薬麦，甘藷，西瓜陸稲，．小豆，う

づら豆，菜種，大根（美濃早生）午芳，トマト等が栽培

されている。

　　　　皿三瓶地方に於ける童要病害

　　　　　　調査見聞事項

　A　稻の病書
a．稲熱　病

　’三瓶町では東上山，水戸谷，野域，多根地区が多い。．

野畑，池田地区にも発生する。本病発生の為，申晩生種

は栽培困難である。従来農林1号，農林10号が栽培され・

ていたが，現在農林49号，農林22号が奨励晶種となつて

いる。尚多根地区では病虫害の共同防除が行われつ∫あ

る。6月12日本学農場苗代に本病発生を認めた。

　山口町では藤木地区が常罪地であるが・当部落は八

雲，銀坊主が多く裁培されているのは注目されよう。9・

月9日渡瀬附近に本病被害劇甚でずりこみ状になつてい

るのを目撃した。

b．稲胡麻葉棺病

　三瓶町では野畑，野域（特に下野域）ラ奥畑地区に8月

10日過ぎるとひどく発生する。下野域では約2町歩発生

する。下多根地区にも発生する。志学地区の一部での被

害はそれほど甚大ではないが病斑の大ぎいのが注目せら

れたb1

　山口町では中組一折ケ峠でよく発生する。佐津目附近

にも発生するが被害劇甚とはいえない。

　両町共苗代時代に僅かではあるが既に発生を認める。

本病の発生は花嵩岩地帯に多く争鉄の不足と関係がある
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ようである。

C．稲苗腐敗病
　東西上山，久部（谷間）に4月末に発生する。上山，

志学では4月アー8目から／3日頃にかげて，池国，小屋

原地区では4月15～16日，多根地区では4別4～15日，■

野城地区では16～18日と播種時期が多少ずれているが，

病害発生と重要な関係があ■るようである。保温折衷苗代

をやるようになつてから発生は少くなつた主うである。

d．紋　枯　病
　両町共発生が認められる。巾口町では佐津目，立石地

区によく出る。約5反歩である。

e．白葉枯病
　髄風後に発隼が多いのは当然であるが・山口町では約

／7反歩発生する。

　其の他稲麹病う稲馬鹿苗病，葉鞘腐敗病と思われるも

の，黒腫病，条葉枯病等が発生する。尚現在では殆ど問

題とならないが，従未志学温泉廃液が三瓶町長原，鐘原

地区に大害壬及ぽした事がある。当時反当1斗2升も播

種されたという。廃液のアノレカリ性酸化還元電位と関係

があるといわれる。この為従来苗を他所より購入してい

たが，現在では12農家が70坪の傑温折衷苗代を所有して

おり実害は殆ど見受けられないという事である。

　B　蓼の鋳書
a，雪　腐　病
　昭和28年～29年は雪積量比較的多く本学農場では約ろ

尺5寸∴4尺，三瓶町東上山では4尺5寸に達したので

雪腐病の被害は比較的多かつた。昭和29年3月25日の観

察で至葉がゆでたように白く枯れ粟粒状赤褐色の菌核の

発生を見ている。大麦の被害が多く小麦は比較的軽微で

ある。根雪直後の薬剤散布は殆ど行われていない。

　三瓶町では志学，上山，久部，池原地区等によく発生

し長原ではあまり出ない。長原附近で行われる水掛栽培

は雪腐病をおさえる意昧も相当あるようである。本学

農場に於セは約8反歩発生した。病徴から辛u断すると

r〃乃犯Zα∫彦・α肌αI皿a1菌による雪腐菌核病と思われ，

〃・α・1伽spp．による紅色雪腐病，Pγ伽α肌sPP・に’

よる褐色雪腐病の発生は無いようである。ライ麦にも

乃・α曲㎜spp．菌による被害は認められなかつた。．又，

本学農場の燕麦（ブラソグ×スダレワ）も被害激甚であ

つた。尚本酎での大麦の栽培晶種は会津23号，早木曽2

号で北陸5号は普及段階にある。楳麦は多根地区では安

田裸が作られ又小麦は農林25号，73号，又昨年よりア2号

が作られている。

b，鋳　　　　病

　赤鋳病は全地域にまたがり発生する。三瓶町では多根

地区に最も発生が早い。昭和27年小豆原では3月12目小

鋸病の発生を見ている。本学農場では大麦に3月25目赤

錺病冬胞予の発生があつた。又6月／2日には，約2反歩

の黄鍾病の発生をみとめられ被害程度も相当大であつ

た。山口町では黒鍾病の発生している地区があつた。

C，赤　徽　病
　山口町で6月12日発生を観察した。

d、黒　穂　病
　最近発生は少いといわれる。大部分が裸黒穂で堅黒穂

病は殆んどない。三瓶町池田地区で腰黒穂病の発見され

た事がある。

e，小麦縞萎縮病（ye1iow平osaic）

　本病と思われるものが，池原開拓団農場に6月11日，

約2反歩発生していた。

f，白　渋　病
　三瓶町に於ては4町歩の被害がある。開拓団農場ピ於

て約5反歩相当ひどい発生を目撃した。大，小麦共被害

がある。

9，小麦俘枯病
　8・μ・・5απ・∂・・ω肌菌に依る被害であるが小麦葉及び頴

に発生する。本調査区域には案外発生の多いものと想像

せられる。6月12日山口町及び三瓶町に於て標本が採集

されている。

h，雲　紋　病
　最近発生が多くなつたといわれる。3月25目殆ど全町

に発生をみれ6月11日池原開拓団農場に約5反歩被害

があつた。

i，立枯病三瓶町で約6町歩の発生があつた。

　C　雑穀の病警

1　小　　　　豆

　斑紋病が三瓶町の野城地区で採集された。

　D　藤蘂の病書

1　白　　　　菜

　白斑病が散見せられる。

2　大　　　　根

　黒斑病がよく見受げられたが白腐病も発生するとい

う。

3　馬　鈴　署
、自家消費用に栽培せられるので面積は大ぎくないが疫

忠夏疫病ぱ案培地に殆ギ全部見受げられた。又黒癒病

が三瓶山麓の馬鈴薯栽培地に分布が広い⑦ではないかと

思われる。Virusは徴斑症状のものが多いようであるが

Xバイラス単独かX＋Yバイラスの混合感染であるか明

らかでないo

4．葱
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　黒斑病が多いようである。露菌病もみうけられる。

5、瓜　　　　類

　露菌病が認められた。

　E　特用作物の病書

1．山　　　　葵

　山葵は本県の特産物であり，三瓶わさびとして有名な

ものであつたが墨入病及び腐敗病発生の為に全減に瀕し

た。本学農場附近の山葵にも墨入病及び白鋸病の発生が

おびただしい。

2．三　　　　極

　本学農場官舎裏の三極苗圃に白絹病の発生を認めた。

　F　果樹の病害

1．桃
　縮葉病及び穿孔病を三瓶町池田地区で6月11目観察し一

た。

2．柿
　白渋病，円星性落葉病が認められた。

3．胡　　　　桃

　本学農場に栽植されるくるみの果実に褐色の汚点が

生じ毎年早期落葉が起る。検鏡の結果皿α・∬㎝・α菌で

あることがわかつた。病原菌も容易に分離する事が出

来，西瓜，まくわうり，梨，なす，たまねぎ，とうがら

レ，里芋等に病原性を有する事が明らかとなつた。6月

11日，発生を認めている。今後本病はくるみ栽培上問題

となるものであろう。

　G　樹木の病審

／．杉

　赤枯病の発生が極めて多く，苗圃にも成木にも発生す

る。育林上問題を投げかげるものであろう。病原菌とし

ては杉赤枯病菌（那㎜α・・〃5・肌θ・｛α・）及び杉黒汁赤枯

’病菌（1）θ伽1・肋8肪α1αηα）を検出した。

2。松
　三瓶山及び山麓の松林で松瘤病の被害を受げてないも

のはほとんど無い程，本病の分布は広い。姫ケ池畔の松

や根上りの松，定めの松等にも瘤が認められる。本地帯

には，くぬぎ，あべまき，かしわ，こなら等ρα肌α・属

の雑木が多いので伝染源がたち切られない困果関係にあ

る・。この地方ではあべまきの特用樹としての利用が重要

視せられる関係からみても，本病は決して軽視出未な

い。昭和29年3月24日，根上りの松が二つに割けて倒れ

ているのを目撃したが，心材あ腐朽が著しく進んでいた

のに加えて昭和28～29年の稀にみる降雪のため倒れたも

のであろう。腐朽型よりみて，カイメソタケではないか

と思われるが断定出来ない。

　H　雑草の病害

矛4号　　（／9ε6）

　本地帯は高原地帯であるので樹木及ひ雑草に錘病の発

生の著しいのが注目される。

　　　　㎜　＝瓶農場附近における植物

　　　　　　病原菌類目録

　検鏡並に同定は山本により行われた。

　a　食用作業
1）ε「｛0疵「ゴα0「仰αθB瓦et　C帆　（稲熱病）

　on07γ醐3αれωL．

　　Sept．8ゾ1953山口町渡瀬　山本

　　Sept・9．1953三瓶町野域　山本

　山口村でズリ、コミ状の激烈な発生が認められた。

0ooゐ〃oろoZα3　（0p加oろoZ〃8）λ〃ヅαろθαπω8IT0et

KUR凪　（稲胡麻葉枯病）

　on　Orγ2α5ωわαL．

　　Sept二g・／953山口町上佐津目　山本

　　Sept・／0．1953三瓶町東上山　　山本・

　　Sept．13．／953　　〃　長原　　1山本

五耐γZomα07γ刎θSY工㌧

　on07γ｛α8α汽砂αL．

　　Sept．10．1953三瓶町長　原　　山本

　　Sep仁／0．1953　　〃　東上山　　山本

3ρんα舳11花α・・γ舳αHA趾＝C・・…p・閉・・仰θ

MIYAKE（稲条葉枯病）

　on　Orク2α8αオわαL．

　　Sept．10．1953三瓶町東上山　　山本’

一Pゐα808アorαsp．

　on0りαα3αれ〃αL

　　Oc㌔24．1953三瓶町野畑　　山本

　病斑は5－6×2†4皿m，周辺灰褐色申央部灰黄白

色申央は黒点を散在する。子嚢殻は球状，黒褐色，壁紬

胞は石垣状，40．06－145．9μ径葦子嚢は長混棒状茅大い

さ34．68－63．58×11．56－14．45μ，’8ケの子嚢胞子を蔵

する。子嚢胞子は淡黄褐黄色，橿棒状，6紬胞，油滴を

多数混在する。大いさ30．35－34．6’8×2．89－4．62μ．

本菌は有色多紬胞の子嚢胞子を形成し剛毛が無いから

1〕肋・・叩・ταに属すると考えられる。稲に寄主する

1）ゐαθ・・p・・α属菌にはP加ω。po。α。。γ舳MIYA醐があ

るが，之は3隔膜，暗褐色で大いさ／6－23×4－5μで

あるから直ちに同一菌とは同定出来ない。本菌の未熟の

ものはPhy11ost1cta型のPycnosporeをPycmdmm内に

生ずる。Py㎝osporeは橋円形，単胞，大いさ9．54r

10．／1×2．89μ，無色透明で油滴を有する。一Pけ”・洲伽

・り伽㏄・ZαHA趾よりも小型であり，又該菌の如く油

滴は両端に存在しない。



山本昌木⑧達山和紀1三瓶農場附近の植物病害分布調査（矛／報） 一165一

三瓶地方主’要病害分布図

　　　　　野紗　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　小屋原1　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　冷　、　　　　　　　　8　　　　　　、

　　鶴よ　「扮漉

〉、三鴫曇者扇
　　　　奥燭、

＼　　しぺ兇軍1　三瓶
　野姻　　瓶　、　六　　　．．。ε
　　　　　　　　　　　も　ψl
　　　　　　　　　　　y単4原

　　　　　　　囲丁　も＼　・
　　　　　　　　　　　ラ締池　＼　　　　△

・

5

嚢佐鯛

　　　　　　　　山

　　多　　　　　　　　口　　　　演瀬

　　　　　　　　町

まレ　沖組
　　山0

宣石

．一キ・‘・’

1

’

、

、＾

　・

　’
♂

θ

8

　　　　　的　　境
由　、．．．．．．．3道　　　足各

　　◎　　役　　　場

　　口　　本学農場

タ稲熱病
ミ楠脇業糠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　系賄吉病白菓ヰ吉病

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲醐稲笛腐敗病

ノ繍＼鈴㍗、　　雑雲腐ポ
　　　、マv）志宇　　一　、　水戸’’

　　　ノ　　　＼機。
　　　1　　鱗東上山
　離原　　趾叫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

■orocγZεπ∂r05p07εα肌　oアク名αθ　SAwADA　？

　on　Orγ名α3αれ砂αL．

　　Sepr．8．1953三瓶町野畑　　　山本
アαoc一π乙α8Z〃肌伽ω〃　（S（凪：M工1DT）E班K臥et　H皿NN

正3ア洲・ゴER工蝸．（小麦黄鋸病）

　on1■7洲ω㎜αθ52わω肌L．　コムギ

　　June．12．1953本学農場　　山本，達山

1）。㏄1肋8。α加沁P鵬s0N　（ノJ・黒鋳病）

　onτr打｛o〃㎜αθ36わ必刑L．

　　June12．1953山口町広瀬　　山本，達山

五け吻肋θ8・α㎜｛沁D．α　（小麦白渋病）

　on　τ7εパoω肌　αθ8バ沙α肌　L．

　　June12．1953本学農場　　山本，達山

五ワ吻肋ε8・αが沁D一α　（大麦白渋病）

　on　Hor♂ωm砂〃8αrεL．var．ゐθ伽3バo尻oπAsc皿眠・3

　　June／／，／953三瓶町池田開拓農場　山本．達山

8叩玄0「5απ0∂0閉肌B卿ζ（小麦程枯病）

　on　rrれ｛c泌肌αθ8れ〃αm　L．

　　June12．1953本学農場　　山本，達山

　　　　〃　　　　　山口町広瀬　山本，達山

　葉及び頴に発生，三瓶農場附近に案外多いようであ

る。柄子殻82．93μ径，柄胞子11，56－17．34×2．37μ

σ・れZα8・舳れ・・（P蛆s）R0丁蝸　（小麦裸黒穂病）

　on　r7〃北〃㎜αθ舳加α肌L．

　　June14．1953本学農場　　山本，達山

ムoooゐ戸αρゐα8θoZorω肌SAc（㌧（小豆斑紋病）

　㎝1）ゐα8θo1ω8α昭ωZαア”WIG班

　　Sept　8．1953三瓶町野域　　山本
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　柄子穀99．9－128．87μ径，柄胞子橋円形5．78－7．25×

2．89μ1隔膜2細胞，透明，油滴がある。

「〃肋Zα∫舳〃αI皿虹　（麦類雪腐菌核病）

　on　Hor∂ω㎜oωZ8α7θL　varゐ脇α83ε6危o㎜Asc亘朋s

　r・洲o叩αθ8広加〃m　L

　　Mar　25．1954三瓶町東上山　　山本，達山

　　　　〃　　　　　本学農場　　　　　　〃

　本年度は積雪が割合多かつたので被害はかなり見られ

た。特に大麦がよく侵されるようである。本地方に於げ

る雪腐れの被害は殆んど本病に依つて起るもののようで

ある。

　b　特用作物
五…〃1π1απ㏄α加北（HA醐）BE肌（三魎白紋羽病）

　on亙∂8εωor肋｛αアαpγ1・〃8rαSIEL．et　ZUc（㌧

　農場長官舎の裏三鰯苗圃に発生を見た。被害株は萎

凋，白色の菌糸束を地下部に纏絡する。被害株より病原

菌の分離は容易に行う事が出来た。

　　Au昏　25．1952本学農場　　　山本

■肋8・灰伽αろ1αθHA趾　（山葵自鋳病）

　on豚α3α砧α灰ωα肋M蛆｛o（＝亙肋θ肌αω伽αろオ

　MAxn工）

　　JuL／9．1952達山
一P危ら肌α灰ωα肋θY0K0GI（山葵墨入病）

　onπ：7α3αろ乙α　刀7α8αろ乙　MAKIN0

　　Ju1．15．1952　山本

肋〃㏄む｛がα初・・jωZα、（P．H餌凡）H01I肚（桑裏白

渋病）

　on∬om56o肌ろγo53Ko∫Dz

　　Ju1．13．1952　山本．達山

Pゐ戸o肌oπα5肌㎜㎜一απω8Y拙I∬10T0（チョウセンアナ

ガオ葉枯性紬菌病）

　pn－1）α肋7αrα〃αL　ヨゥシユチヨウセソアサガオ

　筆者が発見，逸見武雄博士を紀念して命名した病害で

ある。現在P危仰肌0ηωなる属は抹殺されて居り，X㎝・

伽肌・・α・又はハ・”・㎜・πα・属の何れかに編入されるべ

きものと思われる。

　C　麓　　　　菜

P・・ω∂・阿・π・・p・・α・肋θπ山（B．etα）Ros凪（胡瓜

露菌病）

　on0αcω肌｛55ω；舳8L．

　　Ju1．15．1953三瓶町池田　　山本，達山

肋㏄5π｛αr・け・θπ・ε・SヱD（ミヅバ鍾病）

　㎝0・〃舳αθπ5α・απα∂θπ・ε・皿α

　　JuL　／4．／953三瓶町池田　　山本

0肌oρ…〃ααZ60棚α・・1α肌・SAc（、（白菜白斑病）

　0n扮㈹5・αρ棚π・π・5・RU四

　　Ju1，1／3．1953三瓶町池田

0θ・go叩o・8”α泌0・肌三c”π・SA（xl（ダイ．コソ白斑病）

　on五尻油洲8打加〃8L．∀ar．αcα肋加∫or肌｛8M1AKIN0

　　0ct13．1953本学農場　’山本

1）危戸・ア脇・・α三耐ωτ㎝・（Mo肌）DEBA町（馬鈴薯

疫病）

　On3・Zαπ泌肌肋θ・・舳肌レ

　　Jme．12．1953三瓶町池田　　山本，達山
0・・εオぬ肌．砂α8α㎜BE肌et　CU肌（馬鈴薯黒涯病）

　on3oZα犯α㎜勉ろ叩o舳肌L．

　　June　12．1953　山口町広瀬　　山本，達山

　三瓶山麓の馬鈴薯栽培地に広く分布するようである。

”サ・mα・乙α・・Zαπ1（E肌et　Mo蛆）S0R．（馬鈴薯夏

疫病）

　on　3oZαπω〃z　1αろθr03α肌　L。止

　　J㎜e　12・1953三瓶町池目ヨ．山本，達山

　d　果　　　　樹
〃〃ωεがαK0ゐε・・1αS岬AD五（柿白渋病）

　on1）γ・W…亙洲．L

　　Ocむ　2．1952山本．達山

∬γc03ρ危α舳”α此ωαθHIU㌣et　I阯蛆（柿円星性落

葉病）？

　on1）三・・肌・・Kα鮎L

　　Oct．12．1952三瓶町立石　　山本，達山
〃αr∬oπεα　sp

　Onル5Zα・・肌απゐ加ε・αMAXnI▽ar．3肋α刷㎝α

MAKIN0　　オニグノレミ　？

　　Ocち・10．／952　三賀森

　三瓶農場の胡桃に著しい碑害を与えるもので・幼果に

褐色不規則の斑点を生じ早期落果を来す。病斑中には小

黒点を散在する。検鏡すると2種の胞子が認められる。

単胞で橋円形乃至長円筒形の無色透明で大ぎさ11．56一

．12．14×2．89－3．47μのものと，無色透明短円筒形にし

て2胞で大いさ7．49－9．56x4．34－5．78μのものとがあ

る。之等は異つた菌の胞子であるのか或は前者が成熟し

て後者となつたのか判然としない。昭和27年7月20日木

森氏が採集した被害果より病原菌の分離を試みたが出て

来たものは後者であつた。馬鈴薯煎汁寒天上での分生胞

子の大きさは10．98－17．92×5．20－5．60μで天然のもの

に比し葉しく大型であつた。胞子は無色乃至淡鮭肉色で

2胞，穎粒並びに油滴を有する。天然のものは2胞とも

略々同型であるが，培養したものは上部紬胞円形，下部
　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
細胞は梢大型である。Eng1er・Prant1eによると〃α・∬・

・沽は葉に寄生レ・8叩¢・W畑は葉を侵さず腐生菌であ

sokyu

sokyu
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るというが，本菌は果実を侵すが葉にも寄生し又腐生菌

でないようであるので8叩20町畑でないように思われ

る。イギリヌ，ドイヅ等でル8z㎝・・ψαθ及び∫．が8閉

の葉に寄生する”．∫昭Zαπ仙（LIB．）SA（x1．があるが，
　　　　　1．）
この記載はヲMacu11s　hypophyu1s　subc1rcu1ar1dus帆

irregu1aribus，　fusco－cinerescentibus．　acervus　app－

1anat1s　rugu1os1s，brunne1s，mユnut1s　nuc1eogr1seo，

con1d11s　fus01de1s，1n　cur∀1s，ap1ce　subl＝estrat1s，1

－septat1s，20－25＝5，hya1m王sとなつて居り，本菌

とは多少の相異が見られるようであり早急に同一菌と断
　　　　　　　　　　　．31
定することは出来なレ㌔原は胡桃の葉枯病（8叩玄・8Z・㍗耽

∫ω8Zαπゐ・亘A趾）は概観炭疽病（∬α・∬0πεαル8Zα犯・

伽S虹x㌧α・eα叩・バ必㎜ルgZ㎝仙Mo肌）に類似す

ると述ぺて屠る。

　本菌は9月8日室温で西瓜，マクワウリ，カボチヤ，

準果，梨，茄予，タマネギ，トウガラシ，里芋，馬鈴薯

に接種試験を行つたがタマネギ以外のものた病斑を生

じ，特に西瓜，マクワウリ，梨，茄子，トウガラン，里

芋で病原性は顕著であつた。

　〃α・∬㎝・αル81㎝伽（L肚）Magn菌の完全時代は

θπom㎝｛αZ叩な05ψα（Fr．）C炉．et　DE　N0Tとされて

いるが筆者らはまだ本菌の完全時代を発見していない。

　e　樹　　　　木
Pゐ・㎜α・ア〃τ・肌θ・｛αεK五wA瓜㌧）KAs虹（杉赤枯病）

　on0ワμom“5αブ叩oπ｛oαD．Do凡

　　Jψ．16．1952　三瓶町立石　　　　山本

　柄子殻99．9－／62．8μ径，柄胞予7．23－8．67×5．75－

6．35伴で1～多数の球状顧粒体を有する。原記載より梢

小さいが肋〃・・玄1伽∫αp㎝ゴ・αSAwADAは柄予殻隆起

し三角形，柄子殻は2ケの油点を有する事から本菌とは

異るものと考えられる。

Pθ舳Z0伽3危｛アα三απαP．H醐凡（杉黒汁赤枯病）

　on0ワμo肌erfαブ叩oπ｛cαD．Do汎

　　Ju1．／2．1953　山口町　　　　山本．達山

　3紬胞着色大き一さ11．56－／4．45×5．78－7．13μで記載

に比し梢短大であるが，1）。ω肌0ア乞θπ沽及び尺叩μ・・

㎜θ・εα㏄oZαの上の2細胞着色とは異る。繊毛は2～ろ，

6．65－12．50μの長さを有し，P．ω肌・・｛・〃・｛・及び尺

・・〃ε・肌・1α㏄・Zαに比し著しく短い。本菌はP．3愉αポ

．α犯αに属するものと考えられる。

0仰・伽・α1αηθ・舳・（H蛆K凡）MIYA蝸

　onρ鵬rcω加肋ωα丁亘U芯エB．　　カシワ

　（1）肋g！er－Pra洲e：N鮎ur1．Pf1舳zen魚mii三enITei〕Abt．

　405．　1900
（2）　Sacc．Sチn．　3，　768．　1884

（3）原摂祐：樹木病害編P249．1927

　　A鳴　25．1952　三瓶町　　　　山本

〃乙or03p危αerααZp尻〃o♂85GRIFF　et1M1蝸L

　0nραθrc〃5∂θ枕α8α丁亘U皿鵬。　カシワ

　　Ju1．8．1952　三瓶町　　　　達山

002608por加肌Xα肋ゐoκγ〃Dエ肛．et　SY瓦　（イヌザソシパ

ヨウ鍾病）

　onFα8〃α3c加π〃o〃αE寅官L　イヌザンシ’ヨウ

　　Aug．15．／952　三瓶町　　　　山本
　　SeP．　8．　1953　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

　　Oct．25．／952　　〃　　　　　山本，達山

　三瓶山麓のイヌザソシヨウに極めて多く見受けられる

病害である㌧

o・㎝α沽α肌g附・ωωm　MIマ五肌（松瘤病）

　onρ肌ro眺〃α7εα刷55BL瓜岨　アベマキ（皿，皿）

　　Aug．25．1952　三瓶町　　　一山本

　on1〕加ω8ゐη85μorαS珊1B．etZUc（㌧　アカマヅ（0争

　I）
　　Au島25．／952　’三瓶町　　　　山本

　本病害は三瓶山近傍に極めて広く分布するもので，寧

ろ瘤を見受げない松の方が少い位である。又雑木林には

クヌギ，ミズナラ，コナラ，カシ’ワ，アベマキ，シ’イ等

が生育して居り申間寄主としての投割が考えられるが，

松の造林，特用樹と。してのアベマキの育成等と本病との

関聯性は当地方にとつて将来の大ぎな問題であろう。

1）加α8㎜三ゐω肌　五03α8・mωZまげZorα8DIET児L　（ノイバラ

鋳病）

　on　R08αpoZγαが尻α　SIEB・6t　ZU（幻．Yar．8θπ加πθ

　NムKAI二正。㎜〃れ〃07α丁亘Uム鵬．

　　Aug．25．／952　三瓶町　・　　山本

　本病も三瓶山麓のノイバラに屡々見受げられるもの

で，鋳子膣の附着した部分は肥大して痩麿をなす事があ

る。一

1）ε3工αZoれα　sp

　onρ〃εrω∫αろ云θπαBL。　ナヲカシワ

　　Aug　25．1952　三瓶町　　山本

　葉暴面に小黒点を生ずる。胞子堆である。分生胞子は

紡経形で5綱胞・中央のろ紬胞は大ぎさ17・3×5．8μ暗

色，頂靖に3～4本の附属毛を有する。

Pα㏄ξ厄1αKα・απ・5Diet．（ウヅギ鋳病）

　on刀e〃力αc閉切αSIEB．　et　ZU（jc．f．　αω8ω3〃∫oZεα

　R鵬肌．

　　JuL　／5．1952　山本

　　Au＆25．／952　山本

　　Jme．／2．1955　山本達山

　三瓶山麓のウヅギに発生の多いものである。
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0クmπo叩orαπ8一ω肌”zγαろωY蛆肚DA　et　I　：MlIYAK皿

　on〃αZωブαpoがoαK0HNE　ウラジロノキ

　　Ju1：．15．1952　農場長官舎　　山本，達山

■ec〃加肌〃αo肋〃P．HENN

　0n〃αc舳｛8r伽肌ろ肝8一れSIEムetZU（凧　タブ

　　Ju1．18．1952　三瓶町池田・山本

■∫αがαπ｛α戸肌肪5ωα（P服s．）C鵬．et　de　N0T？

　on0α7声η砒∫r3c危㎝o・肋｛M五xI肌　イ支シデ

　　Aug　25．1952　三瓶町　　　　山本，達山

1）吋〃・洲伽Sp，

　onpゴ帥ゴ8ブαアoπεoαD．D0N　アセビ

　　Aug　25．／952　三瓶町　　　　山本

　柄子殻89．9－101，2μ径，柄胞子透明単胞5．78－7．51

x4．63－5．78μ

pんヅ”03れoまα　sp．

　onρωeroω8α〃θπαBL．　ナラカシワ

　　Aug，25．1952　三瓶町　　　　山本

拙Zαη…αsp－

　on1）op〃ω犯ε8・αL　vaL打αZ5cαDURoI　セイ

　ヨウハコヤナギ

　　Oct．13．1953　本学農場　　　山本，達山

　冬胞子推は葉裏面赤褐色，冬胞子円筒形23．／2－28．9

×8．09－8．67μ，夏胞子内容黄色14．45－23’／2×／／．86

－2023μで∬・1二αnω一PoρωZzπαKLEBA亘Nより梢小

型，平塚博士は払工α・1・5・か払∬α8π・・1απαかと思わ

れるが疑問であると言つて屠られる。

ノ8cεゐω㎜〃α6α8π5一α㎜66〃ωαθDI醐工肌

　」On〃α8α8π〃80バ叩α↑亘UMB　　アキグミ

　　JuL　15．1952　三瓶町　　　　山本

　鋳子鰹99．9－29．97μ径，擬護膜角形34．68－43．35×

20．23－28．9μで言己載より梢長い感がある。外壁5．79－

10．05μで有線，一鋸胞子は橋円形34．9x29．9μ精子器は

54．0－108．8μ黒褐色点状。以上の観察より本菌ぽノ．

”αθ即ε・ω肋θ”肋・DI剛1肌に近いものと考えられるが

該菌は四国九州産で，■．ψ肋肌Syd．は本州朝鮮産で

あ恥今両者の比較を示せぱ次の如くである。

五〃α68一〃5・ω肌加”α如θDIE醐L■．9加η加㎜SYD。

　擬護膜紬胞　35－50×25－35μ　25－35×18－24μ

　外壁有線厚さ　　10μ　　一　外壁平滑2－5μ

　内壁　　　厚さ　4－5μ　　　　　　　3－6μ

鋸胞子　多角形亜球形又は橋円球形卵形又は楕円形細涜

密布

　　26－38x23－32μ　　　　　　20－28x13・一20μ

　　膜厚さ3－4μ　　膜1，5－2．0μ厚
3ρゐc釘op5｛3　sp．

　on⑭θro〃8αZ｛8肋B甘　ナラカシワ

　柄子殻79，9－107．9μ径黒色，柄胞子は円筒形～橿棒

状，単胞8．6アー20．24×4．34－5．78μ，灰色～暗色，穎

粒を多数包合する。

〃eZα肌p50r乙∂川凧〃肌z（丁亘m1）Dエ肛EL　（ヒメヤシヤ

ブシ鋳病）

　on〃πω・仰伽αMA獅皿：ノ，∫1㎜α∀肌肌〃1・

　閉閉εαREGEL

　　Oct・12・19亨2　三瓶町　　　　山本・達山

P〃θoZαrゴα8危汁αiαηα（DI亙蝸L　et　SYD0w）S．IT0

（ヤマウノレシ鋸病）

　onR肋3打肋o・α叩αM岨

　　Oct．12．1932　三瓶町　　　　山本，達山

　冬胞子堆は黒褐色，冬胞子は扁球形，洗を有し黒褐色

29－32μ径

1）θ3ταZoれα　sp

　On0α肌εZεαノαp0がCαL　ソバキ

　　Oc㌔　12．／952　三瓶町　　　山本，達山

　病斑白色，周辺部暗黒色，黒色の小点を病斑中に散在

する。分生胞子は紡経形，3紬胞同程度に着色，8．94－

10．4ろx3．58－5．56μ，織毛は2－3本あり，大ぎさ

8．94－11．92x1μ，基端紬胞は倒三角状2－3μ

■4605∂ωまm　sp　　？

　on8or肋500㎜m｛切αHEDL＝8．Aκ叩αrまαlM1蛆sU皿．

　ナナカマド

　　June　／2．1952　山口町広瀬　　山本，達山

　鋸胞予は淡黄色，球形～亜球形，13．0－14．45×8．67

－1／．56μ紬涜あり　膜0．86－1．16μ

θ仰π03po。㎝8εω肌戸吻εブらθ．π切0π三・ωmに比し梢

小形。

Pゐγれ8肌α　sp　　？

　on71ろ閉肌∂肋肋㎜丁亘UムIB．ガマズミ

　　Oc仁　13．1953　三瓶町　　　　山本

　子座未熟

卵肋θ「0伽0αP㎝π05α（W虹LR）L肝（ノイバラ白渋病）

　on丘08αm〃れ∫Zo閉丁亘U瓜工B

　　Juneユ12．1953　三瓶町開拓農場　山本，達山

　本間博士も本菌の子嚢殻はまた発見されないと述ぺて

居られる。

Zop尻o加r肌加m　p加α8’｛（S（児RAND．）C亘Ev．

　○皿Pεπα8∂θπ3｛∫1orαS珊B．et　ZUcc．

　　．Mar．24．1954　三瓶町名号松　　山本．達山

　f　雑　　　　草

Pα㏄τ〃一α3m〃α北一3zε60〃HH眠A鵬UKA

　0n・8肌〃α劣0んjηαL．　ナノレトリイノくラ
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　　JuL　13，195ろ　三瓶町　　　　山本

　冬胞子23．／2－28．9×14．45μ殆ど無柄

」Pωoo＾π一α0αncz8一ろZθpゐα7乙oαrpαe正［IRATsUKA－f・（0，

I）　：（∠ed∂ゴ砒肌　8m〃αcオ3・cんオηαe　SAwADA）

　on3肌εZακc肋ηαL∴ナノレトリイノくラ

　　JuL　／6．1952　三瓶町　　　　山本’

　　June．1／，1953　　　〃　　　　　山本．達山

　農場附近の草原特に長者原附近のナノレトリイバラに極

めて多く発生するものである。6月中旬には黄鋸色粉状

の鋳胞子が飛散する。

肋㏄・π1α肋・肌・…αZ胴1・丁且UN（ヤプカソゾゥ鋳病）

　on肋朋erocα〃｛3ゐ3τ乏c尻αD0N凡var．Kωαη80

　N尖蛆I二私∫1心αLv肌Kωαη・・Ho珊

　　Ju1．16．1952　本学農場　　　山本

　　JuL　12．1955　　　〃　　　　山本，達山

1）αoozπ乙α5斤αm■ざro㎜oη一αe（DIET肌）TRANzsc亘

　on／87omoπ乙αp”05αLED児B．var．！αpoπκαNムK虹

　＝■．ブ叩oπ｛cαKoI］）z．キンミズヒキ

　　Aug　24．1952　三瓶町　　　　山本

■8c5ゐ〃肌■加硫α8P．HENN．

　on■加砧α卯んααDc醐．　アケビ

　on■．打げo15ωαKoIDz　ミヅバアケビ

　　Ju1．　／6．1952　三瓶町　　　　山本．

　　Aug，25．1952　　　　〃　　　　　’〃

1）αoo｛nεα1VαmろωαπαP－HENN．（シ’シ’ウド隻秀病）

　on如8θZ乏・α・・脇ゐ〃・KoI肌

　＝4Poけoα加YムBE．

　　Ju1・16．1952　三瓶町　　　　山本

むoZ80叩o7～醐〃6Zα肌pγパTUL（ママコナ鋳病）

・・洲㎝肌・肌仰・沽αmN峠今・・…5ε舳｛・泌肌

　NAKAI

　　Aug・25．1952　三瓶町　　　　山本
　　Aug．　24．／952　　　〃　　　　　　〃

　大日本菌類誌によると本菌の産地は四国九州とあるが

多分同じものであろう。

3εpオor｛α　Sp．

　on0研肋・mα肌…加ω肌M雌IN0：（砒肌θ…α〃；・

　cor∂α8αTHU巫B）　ウバユリ

　　Ju1．9．／953　三瓶町　　　　山本

　病斑は淡褐色～褐色，周辺濃褐色，小黒点を散在す

る。柄子殻は褐色，壁紬胞は石垣状，79．7－129，87μ径；

柄胞子は透明／4．45－／8．15×0．87μ

0oZθo叩oブ加肌0α17叩α肌〃αa　L珊YEILLE

・・肋π・加α的ゐγ〃αA．D・．・・い舳〃〃α．

　MAKIN0　ヅリガネニソジン

　　今ug・15．／952　三瓶町　　　　山本

　　Aug．　25．1952　　　〃　　　　　　〃

0ococゐorα　sp．

　on1〕Zθ5・∫Zα伽・ω・5θ8α伽M瓜v肌愉棚・f．

　8Zαろ。αMAKIN0　ネザナ？

　　Aug．25．／952　山本

　子嚢穀は暗色，壁細胞は石垣状，159．9－199．9μ径，

子嚢は69．93×9．98μ，8ケの子嚢胞子を蔵する。子嚢

胞子は2室暗色大ぎさ19．72－28．9Px4．05－4．62μ，側

糸あり57．90×1．44．

一〃∂γ肌ε〃｛πα沽狐（D瓦s皿）Ho亘N肌（シヤガ黒斑病）

C＝Doτ加∂θα汁｛ゐ5DE帥．＝脆比c叩or加肌ざ閉ε〃6Sムc）

　on1’η8／αpoπ一cα丁亘U皿B．

　　0ct　12．1952　本学農場

　．子嚢穀球形又は扁球形，革質黒色57．8－8ア17μ径，子

嚢は倒橿棒状～長構円形，28．9－34．7×8．67－1．56μ，

子嚢胞子9．56×2．89μ，2胞，無色，側糸を有しない。

■ec｛ゐ〃肌1）｛o叩グεDIETEL

　0立刎08porω肌8肌εZαo加ω㎜A．G趾Y　チゴユリ

　　Ju1．16．1952　三瓶町　　　　山本

τrα脳5c加ZエαpωZsαれZα8（Opエz）DIET肌‘（オキナクナ

鋳病）

　on1）ωZ8α〃〃αo帥πααSPRENG

　：∠πθ㎜oπe　oer㎜｛α丁亘UMB．

　　Ju1．16．1952　三瓶町長者原　　山本

　三瓶山麓草原にも山頂附近にも多く認められる。冬胞

子は中央部に於て深くくびれて容易に分離する。大ぎさ

20．23×13．02μ

σ・・m仰・0・・㎝れFR由．

　onθ6rαがωm3加んo肋αnω肌M蛆sU皿　シ’コクフウロ

　　Ju1．／6．／952　三瓶ψ頂　　　山本

　冬胞子褐色，26．01－34．68×20．23－23．／2μ，乳頭あ

り，柄は痘い。

1）ゐγ〃08汽αα　sp．

　On00初榊Z加α00肌肌”が3L　ソユクナ

　　Ju1．13．1953　　　山本

　柄子穀79，92－86．70μ径，淡黄褐色～褐色，柄胞子の

大ぎさ8．46－／4．45×2．89μ，無色透明単胞，円筒形，内

部穎粒状両端に油滴を有する。

卵ゐα釘o妨㏄α∫ωZが肌α（Sc亘㎜c亘エ）P0L阯cc工（ヤク

シ’ソウ白渋病）

　on工α伽・α加沽・ωZ伽：M五x．Yar．け抑αMムxI皿

　　0ct．／2．1952　三瓶町　　　　山本，達山

1）尻α居08ρ0「α1）αc尻γ「脇｛SYD0w（クズ鋳病）

　on1）鵬r〃｛αrん泌肌加rがαη6BENT亘．var．3γ〆cα

sokyu

sokyu
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　夏胞子堆99．9－148．9μ径，黄色～黄褐色，夏胞子黄色

1445－2201×1160－1445μ，大日本菌類誌には尺

1）α・危γ棚力のクズヘの寄生は台湾と記載されている。．

σ7o肌γoθ8Zθ叩θ∂θえαθ・Pアoo〃肌ろe耐オ8（Sc亘w．）CU’RT

　On　Zθ叩θ加棚oγけoろo打γαM工Q．マノレバハギ

　　Aug　16．1952　三瓶山頂　　　山本

　　Au＆　25．1952　　　　〃　　　　　　〃

　9　木材腐朽菌

1）oけ3〃c肋8α肋ω加ω8（DI孤sR）FR．シハイタケ

　　Ju1．15．1952　三瓶町　　　　山本

　　∫叩θ北Zαo肋・FB．　ウスバタクに酷以．

PoZ二γ3τ｛o舳o㎝o加∫θアSc亘w．ナカズキカワラタケ

　　Ju1．15．／952　三瓶町　　　’山本

PoZγ3ヱεα洲α∫∫加ε8（BL．etN鯛s）FR．ヅヤウチワタケ

　　Ju1．14．／952　三瓶町　　　　山本

0”oro叩Zθがω肌α帥ωがπo8ωm（OEDER）DE　N0T？

（緑変材）

　　Ju1・／5．／952　三瓶町　　　　山本

3肋cα肌！眺cεα肋肌（ScEw．）FR．チヤウロコタケ・

　　Ju1．／5．1952　三瓶町　　　　山本

3τ・削肌S皿

　　JuL　／4．／952　三瓶町　　　　山本

1）or｛α　sp．

　　Ju1．／5．／952　三瓶町　　　　山本

P・Z〃・川・S臥

　　Ju1．15．1952　三瓶町　　　　山本

1）oZ〃om3舳Zp加ω5（BULL．）FB．　マスタケ

　　JuL　25．1952　三瓶町曲　　山本

一poけPo閉800Z眺肋5PK，　ヒトクチタケ

　　Aug．125．1952　三瓶町　　　　山本

Gαπ0∂肝㎜αα〃ZαπαZω凧（P蝸s．）PAT．　コフキタケ

　　Ju工．15．1952　三瓶町　　　　山本

Z叩〃ε3舳げ鮒ωが肌αB蛆Kヒロハノキカイガラタケ

　　Aug．23．1952　三瓶町　　　　山本

　　JuL．15．　1952　　　　　〃　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　V摘　　　要

　本報告は昭和27～28年度に本学三瓶農場を中心とする

地域に於て檀物病害の分布調査を行つた結果をまとめた

ものである。現在迄に検出された病原菌類は食用作物／4

種，特用作物5種，競菜ア種，果樹3種，樹木23種，雑

草17種，木材腐朽菌12種である。主要食用作物病害に就

ては概略の分布図を作成した。

矛4号　　（1956）

　　　　　　矛1図　　松　　癌　　病
o．oπα沽泌醐g肌・・ωω肌MI一㎜牝よる伍の癌病の被害ぼ

三瓶農場附近に極めて多い。この写真は長者原附近で撮
影されたものであるが癌より上部の枝が枯死しているの
を示す。

矛2図 大麦雪腐菌核病「病原菌「〃加Zα1伽ηαI肚I）

　本学農場　　昭和29年ろ月25日

矛3図　木材腐朽菌（多分カイタソタケと揖
　われる）の侵害を受げた名号松が積雪の為
　に折損を見たもの。　　昭和29年3月26日

fig042601.pdf
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SUMMARY 
Shimane Agricultuial College has her University 

Farm on the foot of Mt. Sambe (1112.6 meter on 

the sea level) in Shimane Prefecture. 

This paper deals with the results of surveys on 

the distribution of plant diseases neighboring her 

University Farm 

14 species of phytopathogenic fungi to the food 

crops, 5 species to the special crops, 7 species 

to the vegetable, 5 species to the fruit, 25 species 

to the trees and shrubs, 17 spccies to the wild 

plants and 12 species of wood destroying fungi 

were investigated. _ 

The distribution map of mam diseases of food 

crops was prepared. 




